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町田市木曽山崎団地地区まちづくり構想（素案）に関する 

市民意見募集実施結果 

 

 2025 年 12 月に公表した町田市木曽山崎団地地区まちづくり構想（素案）について、市

民の皆様の意見を募集しました。 

 

１ 意見の募集期間 

   2025 年 12 月 15 日（月）から 2026 年 1 月 13 日（火）まで 

 

２ 意見募集の方法 

  ◆以下の施設での資料閲覧・配布  

広聴課・法務課情報公開係（市庁舎 1 階）、都市政策課（同 8 階）、      

各市民センター、木曽山崎連絡所、各駅前連絡所（町田・鶴川・玉川学園）、 

男女平等推進センター（市民フォーラム 3 階）、各市立図書館、町田市民文学館 

◆町田市ホームページに資料を掲載 

  ◆「広報まちだ」2025 年 12 月 15 日号にご意見募集記事を掲載 

 

３ 寄せられたご意見の件数・内訳 

  Web フォーム、電子メール、郵送を通じて、計１5 件のご意見をいただきました。

ご意見の項目別の内訳は以下のとおりです。 

 

【項目別ご意見件数】 

ご意見の項目 ご意見数 

まちづくりに関するご意見 １２件 

モノレールに関するご意見  3 件 

 

ご意見の概要とそれに対する市の考え方は、次ページ以降をご覧ください。なお、取りま

とめの都合上、いただいたご意見は項目ごとに整理し、要約して掲載しています。 
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４ ご意見の概要と市の考え方 

 

まちづくりに関するご意見 

No. ご意見の概要 市の考え方 

１ 税収増加のため、ファミリー層の移住・永住

を促進する開発計画立案が望ましい。 

今後、団地事業者や地元及び周

辺町内会自治会等と協力して、

子育て支援策の拡充や居住環境

の改善等の具体的な取組を検討

してまいります。 

２ 目標とする街として流山市や姫路市のよう

に、都市近郊住宅エリアとしてのファミリー

層の魅力を拡充するモデルケースを設定し、

具体的な施策方針案を記載いただきたい。 

３ 子どもセンターまあち等の市運営の子供向

け無料施設はある程度充実しているが、民間

運営のキッズパークや公園施設などは数少

なく、市外で需要を満たしている家庭が多い

と認識している。木曽山崎団地内に施設を誘

致し、ファミリー層への魅力を向上頂きた

い。 

４ モノレール開通に合わせ、商業施設一体型住

宅を中心とした街づくりを推進し、日常生活

に必要なものを団地周辺で完結可能なまち

づくりを実施いただきたい。 

今後、団地事業者と協力して、多

様なニーズに対応した施設の整

備など居住環境の改善や魅力的

な店舗や利便施設の導入等の具

体的な取組を検討してまいりま

す。 

５ モノレール開通前に高齢化や単身者居住の

状況の改善を視野に入れ、工程作成し開発計

画を進めて頂きたい。 

今後、団地事業者と協力して、多

様なニーズに対応した施設の整

備など居住環境の改善に関する

具体的な取組を検討してまいり

ます。 

６ 経済の発展を求めるインフラ開発などは、あ

る程度必要だとは理解できる。しかし人口減

少と高齢化が避けられない社会情勢では、住

民の生活環境を改善することがより優先さ

れるべきでないか。 

７ 開発計画において、インフレ環境を考慮し、

意思決定の遅延を防ぎ、計画的な方針立案と

市民意見のすり合わせを進めていただきた

い。 

今後、団地事業者や地元及び周

辺町内会自治会等と協力して、

まちづくりを段階的に進めてま

いります。 
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８ 山崎団地単独で各課題を解決するのではな

く、他の団地エリアと役割分散・連携するこ

とで課題解決の道筋をたてていただきたい。 

今後のまちづくりを進める上

で、団地事業者などと連携しな

がら検討を進めてまいります。 

９ 2040 年には EVTOL が運用されていると考

えており、EVTOL の発着場を確保した整備

計画を進めて頂きたい。 

今後、利便性の向上に関する具

体的な取組を検討してまいりま

す。 

１０ 山崎団地近くにモノレールの駅が出来るこ

とにより、UR は一部団地を広場や高層住宅

にするとの計画です。モノレール駅の周辺

は、自転車や駐車場などの広場も必要でしょ

うが、高層住宅の建設はやめて、立ち退きは

最小限にしてほしい。理由はモノレールが通

っても駅から遠く、家賃がさらに高くなると

今までの人も住みにくくなるため。 

UR 都市機構は、町田山崎団地の

建物の高経年化や居住者の高齢

化等を受けて、２０２１年から

団地再生に向けた勉強会を通じ

て、居住者との意見交換を行い、

２０２４年３月には、居住者向

けの説明会を開催しました。現

在、具体的な取組を含めたまち

づくりの調査・検討を進めてい

ます。 

今後、町田市は団地事業者や地

元及び周辺自治会町内会等と協

力し、まちづくりの検討をして

まいります。 

１１ UR は、モノレール構想と合わせて住民に説

明会をしましたが、高層住宅が出来るから住

み替えをお願いしますとのことで、住民の意

見等は聞いていないようです。是非町田市に

は、住民の意見を積極的に聞いて UR に要望

してほしい。 

1２ 買い物などが困難な交通弱者のため、現在市

内で実験的に走っているグリーンスローモ

ビリティーを拡大し、また自転車専用通路を

歩車道から分離して安全にした上で、電動補

助自転車を安価で利用できるよう補助する

など、個人の自動車に頼らない交通のための

まちづくりも考慮すべきだ。  

今後、利便性の向上に関する具

体的な取組を検討してまいりま

す。 
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モノレールに関するご意見 

No. ご意見の概要 市の考え方 

１3 団地の将来に必要なものは、大量輸送のため

の大規模な鉄道ではなく日常生活に役立つ

交通手段であり、その為には巨大な橋脚など

が必要なモノレールより、より小規模で乗り

降りしやすく、分岐なども作りやすいライト

レールなど路面鉄道や、専用レーンと優先信

号により高速化した BRT などのバスがより

適する。 

多摩都市モノレール町田方面延

伸は、国土交通省の交通政策審

議会が２０１６年にまとめた答

申において、意義のあるプロジ

ェクトと位置付けられました。

これを受け、２０２１年に東京

都の「多摩都市モノレール町田

方面延伸ルート検討委員会」が

１６kmの延伸基本ルートを選定

しました。町田市は、東京都など

とともに選定されたルートを基

本に、他のルート案も比較しな

がら、事業化に向けた検討を進

めており、全線での早期開業を

目指してまいります。 

１4 モノレールの運行予定ルートについて、市民

病院から町田駅に直接行くのでなく、町田高

校や芹ケ谷公園を通って駅へと迂回したル

ートであり、移動時間が短縮されないため、

市民病院から直接町田駅へ行くルートと、忠

生から小山田桜台を通り、唐木田を結ぶルー

トで BRT（バス高速輸送システム）を導入す

ることを提案する。 

15 整備検討案が示されたものの一向に前に進

みません。この延伸は、市内の路線距離が長

いため、早期に整備するためには、道路空間

が整備され、また整備しやすい多摩センター

～小山田緑地～小山田桜台～桜美林 

学園～忠生～木曽山崎～市民病院の間を先

行整備し、部分開通することが賢明です。こ

の町田市木曽山崎団地地区まちづくり構想

の整備の実現は、早期のモノレール開通・木

曽山崎駅開設が鍵であり、東京都等関係機関

への町田市の働きかけを願いたい。 

 


